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アルバイト場面における愛想笑いの発現 
―若年層男女へのフォーカス・グループ・インタビューと 

アルバイト採用担当者への聞き取り調査から― 
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1 はじめに 

本論文では若年層女性のアルバイト場面に焦

点を当て、愛想笑いがどのようにして引き起こ

されているのかを明らかにする。第 1 章では論

文課題と仮説、方法論を提示し、調査の進め方

などを記述した。第 2 章では笑いや愛想笑いに

ついて述べる。第 3 章では役割概念とゴッフマ

ン（1974）による演技、ホックシールド（2000）

などから感情労働について述べる。第 4 章では

関係を見ていく手がかりとして、タテの関係と

ジェンダー関係について述べる。第 5 章では若

年層女性 8 名と比較として若年層男性 4 名を対

象に行ったフォーカス・グループ・インタビュ

ーと、アルバイト採用担当者への聞き取り調査

から分析する。そして、第 6 章で愛想笑いは相

手との関係が非対称であることによって生じる

溝を埋め、関係を良好にするために用いるふる

まいであると考察し、「若年層女性のアルバイト

場面における愛想笑いは、関係の非対称性によ

って引き起こされる」と第 7 章で結論付けた。 

 

2 論文課題・仮説・方法論 

 本論文では、若年層女性の「アルバイト」と

いう場面を設定し、愛想笑いがどのようにして

引き起こされるのかについて明らかにしていく。 

本論文を執筆するにあたり、「若年層女性のアル

バイト場面における愛想笑いは、関係の非対称

性によって引き起こされる」という仮説を設定

した。方法論としては、大谷ほか（2013）に倣

った文献研究と半構造化インタビュー、ヴォー

ンほか（1999）に倣ったフォーカス・グループ・

インタビューを用いた。 
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3 「笑い」について 

 志水（1994）の笑いの分類から、愛想笑いは

「社交上の笑い」に存在するとした。また、愛

想笑いについて、「関係を良好にする愛想笑い」

と「不快な笑いとしての愛想笑い」という 2 つ

の側面について論じた。 

 

4 感情労働 

まず、感情労働の前提として役割と演技につ

いてゴッフマン（1974）に依拠し論じた。 

 「感情労働」についてホックシールド（2000）

は、「公的に観察可能な表情と身体表現を作るた

めに行う感情管理」（A.R.ホックシールド 2000: 

7）であるとし、演技にはうわべだけの表情や身

振りといった「表層演技」と、自分自身の感情

から呼び起こした「深層演技」があるとした。

また、感情労働が求められる職業やストレスへ

の対処法などについてまとめた。 

 
5 タテ社会とジェンダーについて 

 中根（2019）によれば、職場においては「い

つ、その場に入ったか、その順番が大事」（中根 

2019: 12）であるという。また、鴻上（2009）

は、世間では年上か年下かが重要であると述べ

ている。 

 さらに、ジェンダーについて演技や労働に関

連する部分をまとめた。江原・山崎編（2006）

から、感情労働が女性に典型的なものとされ男

性は免除される傾向を示した。 

 
6 調査 

 本論文で行ったフォーカス・グループ・イン

タビューから、関係の非対称として、①先輩・

後輩と年上・年下関係の愛想笑い、②店員と客

の愛想笑い、③性別による愛想笑いについて注

目し、分析を行った。①では、相手が先輩で年

上へは「権力」と「敬い」による、先輩で年下

へは「自然な笑い」に近い、後輩で年上へは「気

まずさ」による、後輩で年下へは「共感」によ

る愛想笑いの存在が確認された。②では「客に

対して笑顔で接する」意識の存在などが明らか

になっている。③では、女性であることがきっ

かけの愛想笑いは男性と比べて、セクハラと捉

えられるような内容になる場合が多いことが明

らかになった。また、アルバイト採用担当者へ

の聞き取り調査では、女性により笑顔や明るい

接客が求められていることが明らかになった。 
 
7 考察 

フォーカス・グループ・インタビューの内容

から、愛想笑いは相手との関係が非対称である

ことにより生じる溝を埋め、関係を良好にする

ためのふるまいであると示唆された。 
 
8 結論 

 本論文で設定した「若年層女性のアルバイト

場面における愛想笑いは、関係の非対称性によ

って引き起こされる」という仮説は検証され、

愛想笑いは相手との関係が非対称であることに

よって生じる溝を埋め、関係を良好にするため

に用いるふるまいであるといえると結論付けた。 
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